
              様式第７号（神戸市温泉法施行細則第５条関係） 
 

温 泉 の 成 分 等 の 掲 示 の 届 出 書 
○○年○○月○○日 

 神戸市長 あて 
届出者 住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

                    神戸市○○区○○○○○○○○            
    氏名（法人にあっては，その名称及び代表者の氏名） 

                    株式会社 ○○ 代表取締役 ○○ ○○         

温泉法第 18 条第１項の規定による掲示をしたいので，同条第 4 項の規定により届け出ます。 
温泉の利用施設の名称 ○○の湯 

温泉を公共の浴用又は 
飲 用 に 供 す る 場 所 ○○区○○町○‐○ 

許 可 年 月 日 ○ 年 ○ 月 ○ 日 許 可 番 号 第 ○○○ 号 
浴 用 又 は 飲 用 の 別 

浴用 ・ 飲用 掲示する場所 男女脱衣室（２箇所） 

掲

示

す

る

事

項 

源 泉 名 ○○泉 温泉の泉質 ○○塩化物高温泉 

温 泉 の 温 度 （源泉）          公共の浴用又は飲用 
○○.○  ℃     に供する場所        ４１   ℃ 

温 泉 の 成 分 別添分析書のとおり 登録分析機関の名
称及び登録番号 

○○○○研究所 

○○○ 号 

温泉の成分の分析年
月日 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

分 析 結 果 
受 領 年 月 日 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

浴用又は飲用の禁忌
症 

別紙 温泉分析書別表のとおり 

浴用又は飲用の方法
及び注意 

別紙 温泉分析書別表のとおり 

温泉に水を加えて公共の

浴用に供するか否かの別 
 加水する  理由：（例)温泉の供給量の不足を    ・加水しない 
          補うため 

温泉を加温して公共の浴

用に供するか否かの別 
加温する  理由：（例）入浴に適した温度に保つため・加温しない 
          

温泉を循環させて公共の

浴用に供するか否かの別 
（ろ過を実施している場

合はその旨を含む。） 

 

温泉に入浴剤を加え，又

は温泉を消毒して公共の

浴用に供するか否かの別 

 
入浴剤を                     ・入浴剤を 
加える                       加えない 

 
消毒する                   ・消毒しない 

添付書類 温泉分析書の写し 
注意 この届書は，本人又はその代理人が記入するものです。 

 

（記載例） 

記載例 

分析書の分析終了年月日
を記載 

利用者が見やすい場所に掲示が必

要です。 

（例）浴用の場合、脱衣室や浴槽に

面した壁等の場所 

飲用の場合は蛇口に面した壁等 

入浴剤の名称：○○○入浴剤 

理由：（例）季節感を感じてもらうため冬期のみ
使用しています。 

消毒方法：（例）塩素系薬剤 

理由：（例）衛生管理のため 

循  環        （例）温泉資源の保護と 
  ・  させる 理由：衛生管理のため        ・循環させない 
循環ろ過         

検査機関から実際に分析書を受
領した日を記載 

分析書のとおり

記載 

分析した機関の名称

と登録番号を記載 

該当するものに丸を付けてください。（以下の項目全て） 

浴槽の湯温を記載 


